










研究目的 

 人口希薄で交通の便の悪い広い山間部をもつ一過疎県の早期家庭療育システムについて

検討してきた。56 年度は当県立中央病院における全ての種類の発達障害児にも対応できる

家庭療育指導システムの現況と成績を報告した。57年度は次の 3点についてモデル地区を

設定して検討した。 

 ①.「テキストを使った家庭療育指導」法が,本院への通院条件の悪い山間地へ出張して

可能かどうか。 

 ②.同法が保健婦の訪問指導によって可能かどうか。 

 ③.本院で個別療育指導を受けている親子を地域の中でつなぎ,集団の中へ児を促してい

くために「集団療育教室」が山間地で,地域の人的・社会的資源を利用して実施できるかど

うか。 

 以上の結果をふまえて過疎県の家庭療育システム化の一私案を示したい。 


